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平成 28 年度 自治会懇談会（松川第１仮設住宅） 

 

○日 時：平成 29 年 2 月 11 日（土） 10：00～11：30 

○場 所：松川第１仮設住宅 集会所 

○出席者：43 人 

 

○質疑応答 

1 いつまで仮設に居られるのか。 H29、H30 年度＋αではないか。冬の寒

い時期の引っ越しは堪えるので、夏ま

で延長できないか交渉したい。 

2 年寄りは、バス停まで行くのが不便。

村内での医療・介護の交通手段はどの

ように考えているのか。 

いいたてクリニックの利用者は月 5～6

人程度なので、すぐには開所日を増や

すことはできないが、だんだん増やし

ていきたい。デイケアは行う予定。足

の確保は様子を見ながら行っていきた

い。 

3 いいたてホームは給料を上げてでも人

を集めてほしい。 

コンビニは、1,250 円/h でも集まらな

い。お金の問題ではない。元気な方は

ホームで働いてほしい。セブイレブン

は、道の駅に移って 8 月にオープン予

定。 

4 村に戻ったらセブンイレブンで働くつ

もり。履歴書を出した。（仮設住宅が閉

まるまで村には戻らないが） 

ありがとう。期待しています。 

5 都会でも高齢者ドライバーが問題にな

っている。高齢者の交通の便に力を入

れて欲しい。 

本日午後の会議で復興大臣と会う。大

臣には、会うたびに交通費を見てもら

わないとダメだとお願いしている。先

日、復興大臣、経産大臣、厚労大臣に

話したところ関心を示した。どうなる

か分からないが、タクシーや小さなバ

スを動かしたい。 

6 家族が郡山の老人ホームに入ってい

る。私は村に帰りたいので、家族をい

いたてホームに入れて欲しい。 

入所するには、介護度に応じて判断す

るしかない。村民だからということは

できない。 

7 フレコンはいつなくなるのか。 国の約束は 3 年だったが、すでに 6 年

たっている。飯舘は土を剥ぎ取ったた

め袋の数が多い。うち 3～4 割は 5 年間



2 

 

で燃やし、残りは大熊や双葉にもって

いくが相手がある話。新聞では 17％用

地買収ができたとのこと。努力はして

いるが、あと 5 年以上はかかる。我慢

してほしい。 

8 私は、子どもの都合で村へ戻れない。

戻りたくても戻れない人の心のケアは

どう考えているのか。不安な気持ちで

仮設住宅に住んでいるのに、また新し

い土地に行かなければならない。不安

でしょうがない。 

現在は、二重住民票のような制度があ

るので飯舘村に住所を残したまま避難

できており、避難先には 42,000 円/人

交付されている。この制度がいつまで

続くのか分からない。村としては、健

康福祉課、社協で数年間は自宅へ訪問

するなどケアをしていきたいが、避難

者と分かってしまうから来ないでほし

いというケースもあるなど難しさもあ

る。できる限りのことはしていきたい。 

9 横浜のいじめ問題もそうだが、その子

どもだけでなく大人の意識の問題。好

き好んでこうなったわけではないのに

避難者はつらい思いをしている。国に

はしっかり認識をして欲しい。 

（つぶやきのような形であったため、

回答せず） 

10 昇口舗装の申し込みをしたが、まだ家

を壊していないので新築もしていな

い。家を建てる時に、新しい舗装が壊

されるのではないかと不安。万が一壊

れた場合の補償はどう考えているの

か。 

国のお金は個人の資産形成には出せな

いが、郵便配達にも使うので村の道路

として舗装するなら認めるとウルトラ

C 的に認められたもの。国もお金が無

くなったら出してくれなくなるので、

早めにやってしまいたい。村道と同じ

基準で作っているので壊れることはな

いと考えているが、心配なら建築業者

に鉄板を引いてもらうなど対策をして

ほしい。 

11 郵便局は二枚橋にしかないが、今後の

予定は。 

何年後になるかわからないが、草野は

再開してもらえるのではと思ってい

る。時期等についてはこれから折衝し

たい。 

12 道の駅に水耕栽培等の働ける場所がで

きるのか。 

飯舘村は農地が汚されたので、花をメ

ーンにしていく。これまで切り花をや

っている農家はいたが、苗づくりにも
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力を入れたい。苗の補植はお年寄りの

仕事になるのでは。道路をはさんだ高

校側の畑には県花のシャクナゲを植え

たい。 

13 毎週月曜日に「きこり」に通っている

が、相馬から来ている 90 歳男性に「飯

舘は賠償をもらっているから金持ち

だ」と事実と異なることを言われ、言

い争いになり悔しい思いをした。 

「きこり」は補助事業で大改修をして

いる。今年度宿泊棟の修繕をしている

ので、来年度から宿泊もできる予定。

ただ、料理人がいないため食堂を開く

ことはできないので持ち込みで対応い

ただきたい。風評被害的なことは支配

人と実情を話して対処していきたい。 

14 イノシシの駆除対策は 村も困っているが、いい案がない。こ

れまで通り、駆除していくほかない。

みんなで帰って、人間の場所だと認識

させるしかない。 

 


